
(57)【要約】

【課題】将来に亙って良質のピースを確保可能とすると

ともに、養殖真珠の質をさらに高めることである。

【解決手段】真珠核と一緒に母貝へ移殖するピースとし

て、ピース貝の外とう膜の上皮組織から上皮細胞を分離

し、この分離した上皮細胞を生体外で人工培養したもの

を用いることにより、将来に亙って良質のピースを確保

可能とするとともに、ピースを余分な筋肉細胞や粘液細

胞を含まないものとして、養殖真珠の質をさらに高める

ことができるようにした。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ピ ー ス 貝 の 外 と う 膜 か ら 得 ら れ る ピ ー ス と 真 珠 核 と を 母 貝 に 移 殖 し て 真 珠 を 養 殖 す る 真
珠 の 養 殖 方 法 に お い て 、 前 記 ピ ー ス と し て 、 前 記 外 と う 膜 の 上 皮 組 織 か ら 上 皮 細 胞 を 分 離
し 、 こ の 分 離 し た 上 皮 細 胞 を 生 体 外 で 人 工 培 養 し た も の を 用 い る よ う に し た こ と を 特 徴 と
す る 真 珠 の 養 殖 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 真 珠 核 の 表 面 に 、 細 胞 接 着 能 を 有 す る 蛋 白 質 成 分 を 塗 布 し た 請 求 項 １ に 記 載 の 真 珠
の 養 殖 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 ピ ー ス 貝 の 外 と う 膜 の 上 皮 組 織 か ら 分 離 し た 上 皮 細 胞 に 、 別 の 貝 か ら 採 取 し た 真 珠
層 形 成 遺 伝 子 、 ま た は 軟 体 動 物 の 殻 体 形 成 遺 伝 子 も し く は 色 素 遺 伝 子 を 導 入 す る よ う に し
た 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 真 珠 の 養 殖 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 真 珠 の 養 殖 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 真 珠 の 養 殖 方 法 と し て は 、 ピ ー ス 貝 の 外 と う 膜 か ら 得 ら れ る ピ ー ス と 真 珠 核 と を 母 貝 の
生 殖 巣 に 移 殖 す る 方 法 が １ ０ ０ 年 近 く 採 用 さ れ 、 ピ ー ス と し て は 外 と う 膜 か ら 採 取 し た 切
片 が 用 い ら れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。 こ の よ う に ピ ー ス と 真 珠 核 を ア コ ヤ 貝
等 の 母 貝 に 移 殖 す る と 、 外 と う 膜 の 上 皮 組 織 に よ っ て 真 珠 核 を 包 み 込 む 真 珠 袋 が 形 成 さ れ
、 こ の 真 珠 袋 を 形 成 す る 上 皮 組 織 か ら の 分 泌 物 に よ っ て 、 真 珠 核 の 表 面 に 炭 酸 カ ル シ ウ ム
結 晶 の 真 珠 層 が 形 成 さ れ 、 養 殖 真 珠 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 前 記 ピ ー ス 貝 と し て は ア コ ヤ 貝 や イ ケ チ ョ ウ 貝 等 の 二 枚 貝 が 用 い ら れ 、 養 殖 真 珠 の 品 質
を 左 右 す る 色 や 光 沢 は 、 前 記 真 珠 袋 を 形 成 す る 上 皮 組 織 の 上 皮 細 胞 か ら の 分 泌 物 に よ っ て
決 ま る 。 こ の た め 、 良 質 の 養 殖 真 珠 を 得 る た め に 、 ピ ー ス 貝 は こ れ ま で に 優 良 個 体 間 で の
交 配 が 繰 り 返 さ れ て き て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － ２ ４ ０ ６ ２ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 述 し た よ う に 、 ピ ー ス 貝 は 優 良 個 体 間 で の 交 配 が 繰 り 返 さ れ て き た た め に 疲 弊 が 進 み
、 近 年 は 元 気 の よ い ピ ー ス 貝 が 少 な く な っ て お り 、 将 来 に 亙 る 良 質 の ピ ー ス の 確 保 が 危 ぶ
ま れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 ピ ー ス 貝 の 外 と う 膜 か ら 採 取 し た 切 片 を ピ ー ス と し て 用 い る 従 来 の 真 珠 の 養 殖 方
法 は 、 外 と う 膜 の 上 皮 組 織 に は 、 真 珠 層 を 形 成 す る 分 泌 物 を 出 す 上 皮 細 胞 の ほ か に 、 筋 肉
細 胞 や 粘 液 細 胞 が 含 ま れ る の で 、 養 殖 真 珠 の 質 が 低 下 す る 問 題 も あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 の 課 題 は 、 将 来 に 亙 っ て 良 質 の ピ ー ス を 確 保 可 能 と す る と と も に 、 養 殖
真 珠 の 質 を さ ら に 高 め る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 の 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 は 、 ピ ー ス 貝 の 外 と う 膜 か ら 得 ら れ る ピ ー ス と 真
珠 核 と を 母 貝 に 移 殖 し て 真 珠 を 養 殖 す る 真 珠 の 養 殖 方 法 に お い て 、 前 記 ピ ー ス と し て 、 前
記 外 と う 膜 の 上 皮 組 織 か ら 上 皮 細 胞 を 分 離 し 、 こ の 分 離 し た 上 皮 細 胞 を 生 体 外 で 人 工 培 養
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し た も の を 用 い る 方 法 を 採 用 し た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 す な わ ち 、 ピ ー ス と し て 、 外 と う 膜 の 上 皮 組 織 か ら 上 皮 細 胞 を 分 離 し 、 こ の 分 離 し た 上
皮 細 胞 を 生 体 外 で 人 工 培 養 し た も の を 用 い る こ と に よ り 、 将 来 に 亙 っ て 良 質 の ピ ー ス を 確
保 可 能 と す る と と も に 、 ピ ー ス を 余 分 な 筋 肉 細 胞 や 粘 液 細 胞 を 含 ま な い も の と し て 、 養 殖
真 珠 の 質 を さ ら に 高 め る こ と が で き る よ う に し た 。 ま た 、 人 工 培 養 し た 上 皮 細 胞 は 冷 凍 保
存 が 可 能 で あ る の で 、 必 要 な と き に 必 要 な 量 だ け 取 り 出 し て 、 ピ ー ス に 用 い る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 前 記 真 珠 核 の 表 面 に 、 細 胞 接 着 能 を 有 す る 蛋 白 質 成 分 を 塗 布 す る こ と に よ り 、 上 皮 細 胞
で 形 成 さ れ た ピ ー ス の 真 珠 核 へ の 付 着 性 を 高 め て 、 養 殖 真 珠 の 歩 留 ま り を 向 上 さ せ る こ と
が で き る 。 細 胞 接 着 能 を 有 す る 蛋 白 質 成 分 と し て は 、 コ ラ ー ゲ ン 、 フ ィ ブ ロ ネ ク チ ン 等 の
市 販 の 蛋 白 質 の ほ か に 、 ア コ ヤ 貝 の 真 珠 層 中 に 含 ま れ る Ｍ Ｓ Ｉ ６ ０ 、 Ｎ １ ６ 等 の 蛋 白 質 を
用 い る こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 な お 、 前 記 蛋 白 質 成 分 は 真 珠 核 に 塗 布 し て 、 そ の の ち ピ ー ス を 付 着 さ せ て も よ い し 、 ピ
ー ス を 予 め 蛋 白 質 成 分 に 担 持 さ せ て 、 ピ ー ス を 担 持 し た 蛋 白 質 成 分 を 真 珠 核 に 塗 布 し て も
よ い 。 ま た 、 こ れ ら の 蛋 白 質 成 分 の 塗 布 と ピ ー ス の 付 着 は 、 真 珠 核 を 母 貝 に 移 殖 す る 前 で
も 後 で も よ く 、 移 殖 後 に 行 う 場 合 は 、 蛋 白 質 成 分 と ピ ー ス を 注 射 針 等 で 真 珠 核 が 移 殖 さ れ
た 母 貝 の 生 殖 巣 に 注 入 し て 、 こ れ ら を 真 珠 核 に 塗 布 、 付 着 さ せ る と よ い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 前 記 ピ ー ス 貝 の 外 と う 膜 の 上 皮 組 織 か ら 分 離 し た 上 皮 細 胞 に 、 別 の 貝 か ら 採 取 し た 真 珠
層 形 成 遺 伝 子 、 ま た は 軟 体 動 物 の 殻 体 形 成 遺 伝 子 も し く は 色 素 遺 伝 子 を 導 入 す る こ と に よ
り 、 養 殖 真 珠 の 巻 き 、 色 、 光 沢 等 を 多 様 化 す る こ と が で き る 。 真 珠 層 形 成 遺 伝 子 を 採 取 す
る 別 の 貝 と し て は 、 ピ ー ス 貝 と 異 な る 種 類 の 貝 の ほ か に 、 同 じ 種 類 の 貝 も 用 い る こ と が で
き 、 そ の 真 珠 層 形 成 遺 伝 子 と し て は 、 ｎ ａ ｃ ｒ ｅ ｉ ｎ 、 Ｎ １ ６ 、 Ｍ Ｓ Ｉ ６ ０ 、 Ｎ ６ ６ 等 を
挙 げ る こ と が で き る 。 ま た 、 軟 体 動 物 の 殻 体 形 成 遺 伝 子 と し て は Ｍ Ｓ Ｐ － １ 等 を 挙 げ る こ
と が で き 、 こ の 殻 体 形 成 遺 伝 子 は 真 珠 の 巻 き を 速 く し て 、 養 殖 期 間 を 短 縮 で き る こ と も 期
待 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 な お 、 前 記 遺 伝 子 の 導 入 方 法 と し て は 、 遺 伝 子 を 銃 で 細 胞 に 打 ち 込 む ジ ー ン ガ ン 法 、 高
電 圧 下 で 細 胞 膜 を 破 壊 し 、 破 壊 さ れ た 細 胞 膜 の 隙 間 か ら 遺 伝 子 を 導 入 す る エ レ ク ト ロ ポ リ
ュ ー シ ョ ン 法 、 注 射 器 で 遺 伝 子 を 導 入 す る マ イ ク ロ イ ン ジ ェ ク シ ョ ン 法 等 の 物 理 的 方 法 や
、 り ん 酸 カ ル シ ウ ム 等 の 溶 液 に 浸 し た 細 胞 中 に 遺 伝 子 を 取 り 込 ま せ る 化 学 的 方 法 を 用 い る
こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の 真 珠 の 養 殖 方 法 は 、 ピ ー ス と し て 、 外 と う 膜 の 上 皮 組 織 か ら 上 皮 細 胞 を 分 離 し
、 こ の 分 離 し た 上 皮 細 胞 を 生 体 外 で 人 工 培 養 し た も の を 用 い る よ う に し た の で 、 将 来 に 亙
っ て 良 質 の ピ ー ス を 確 保 で き る と と も に 、 ピ ー ス を 余 分 な 筋 肉 細 胞 や 粘 液 細 胞 を 含 ま な い
も の と し て 、 養 殖 真 珠 の 質 を さ ら に 高 め る こ と が で き る 。 ま た 、 人 工 培 養 し た 上 皮 細 胞 は
冷 凍 保 存 が 可 能 で あ る の で 、 必 要 な と き に 必 要 な 量 だ け 取 り 出 し て 、 ピ ー ス に 用 い る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 前 記 真 珠 核 の 表 面 に 、 細 胞 接 着 能 を 有 す る 蛋 白 質 成 分 を 塗 布 す る こ と に よ り 、 上 皮 細 胞
で 形 成 さ れ た ピ ー ス の 真 珠 核 へ の 付 着 性 を 高 め て 、 養 殖 真 珠 の 歩 留 ま り を 向 上 さ せ る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 前 記 ピ ー ス 貝 の 外 と う 膜 の 上 皮 組 織 か ら 分 離 し た 上 皮 細 胞 に 、 別 の 貝 か ら 採 取 し た 真 珠
層 形 成 遺 伝 子 、 ま た は 軟 体 動 物 の 殻 体 形 成 遺 伝 子 も し く は 色 素 遺 伝 子 を 導 入 す る こ と に よ
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り 、 養 殖 真 珠 の 巻 き 、 色 、 光 沢 等 を 多 様 化 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 以 下 、 図 面 に 基 づ き 、 こ の 発 明 の 実 施 形 態 を 説 明 す る 。 図 １ は 、 本 発 明 に 係 る 真 珠 の 養
殖 方 法 を 採 用 し た 真 珠 の 養 殖 工 程 を 示 す 。 ま ず 、 ア コ ヤ 貝 の ピ ー ス 貝 か ら 外 と う 膜 の 上 皮
組 織 を 採 取 し （ ス テ ッ プ １ ） 、 こ の 上 皮 組 織 か ら 上 皮 細 胞 の み を 分 離 す る （ ス テ ッ プ ２ ）
。 こ の の ち 、 分 離 し た 上 皮 細 胞 に 別 の 貝 で あ る シ ロ チ ョ ウ 貝 か ら 採 取 し た 真 珠 層 形 成 遺 伝
子 を ジ ー ン ガ ン 法 で 導 入 し （ ス テ ッ プ ３ ） 、 こ の 遺 伝 子 導 入 し た 上 皮 細 胞 を 生 体 外 で 人 工
培 養 す る （ ス テ ッ プ ４ ） 。 人 工 培 養 し た 上 皮 細 胞 は 、 冷 凍 保 存 さ れ て （ ス テ ッ プ ５ ａ ） 、
解 凍 さ れ た の ち （ ス テ ッ プ ５ ｂ ） 、 ま た は 、 そ の ま ま の 状 態 か ら ピ ー ス が 採 取 さ れ （ ス テ
ッ プ ６ ） 、 こ の ピ ー ス を フ ィ ブ ロ ネ ク チ ン 等 の 細 胞 接 着 能 を 有 す る 蛋 白 質 成 分 に 担 持 さ せ
る （ ス テ ッ プ ７ ） 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ の の ち 、 別 途 に 準 備 さ れ た 真 珠 核 の 表 面 に 、 前 記 ピ ー ス を 担 持 さ せ た 蛋 白 質 成 分 を 塗
布 し て 、 ピ ー ス を 付 着 さ せ （ ス テ ッ プ ８ ） 、 ピ ー ス が 付 着 さ れ た 真 珠 核 を 、 別 途 に 育 成 さ
れ た ア コ ヤ 貝 の 母 貝 に 移 殖 す る （ ス テ ッ プ ９ ） 。 ピ ー ス と 真 珠 核 を 移 殖 さ れ た 母 貝 は 飼 養
さ れ た の ち （ ス テ ッ プ １ ０ ） 、 浜 揚 げ さ れ て 養 殖 真 珠 が 取 り 出 さ れ る （ ス テ ッ プ １ １ ） 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ２ （ ａ ） 、 （ ｂ ） 、 （ ｃ ） は 、 図 １ の ス テ ッ プ ９ で 母 貝 １ に 移 殖 さ れ た ピ ー ス ２ を 付
着 し た 真 珠 核 ３ か ら 養 殖 真 珠 が 形 成 さ れ る 過 程 を 模 式 的 に 示 す 。 ま ず 、 図 ２ （ ａ ） に 示 す
よ う に 、 人 工 培 養 し た 上 皮 細 胞 の ピ ー ス ２ を 付 着 し た 真 珠 核 ３ が 母 貝 １ の 生 殖 巣 １ ａ に 移
殖 さ れ る と 、 図 ２ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 ピ ー ス ２ の 上 皮 細 胞 が 細 胞 分 裂 し て 真 珠 核 ３ を 包
み 込 む 真 珠 袋 ４ を 形 成 す る 。 こ の の ち 、 図 ２ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 真 珠 袋 ４ を 形 成 し た 上
皮 細 胞 か ら の 分 泌 物 に よ っ て 、 真 珠 核 ３ の 表 面 に 光 沢 の あ る 真 珠 層 ５ が 形 成 さ れ 、 養 殖 真
珠 が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 上 述 し た 実 施 形 態 で は 、 ピ ー ス 貝 と 母 貝 の 両 方 を ア コ ヤ 貝 と し た が 、 ア コ ヤ 貝 以 外 の ク
ロ チ ョ ウ 貝 や シ ロ チ ョ ウ 貝 等 の 他 の 二 枚 貝 と す る こ と も で き 、 母 貝 と ピ ー ス 貝 を 、 例 え ば
、 ア コ ヤ 貝 と シ ロ チ ョ ウ 貝 の 組 み 合 わ せ の よ う に 、 別 種 の 貝 の 組 み 合 わ せ と す る こ と も で
き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 上 述 し た 実 施 形 態 で は 、 ピ ー ス を 細 胞 接 着 能 を 有 す る 蛋 白 質 成 分 に 担 持 さ せ た の
ち 、 こ の 蛋 白 質 成 分 を 移 殖 前 の 真 珠 核 に 塗 布 し て ピ ー ス を 付 着 さ せ た が 、 こ の 蛋 白 質 成 分
と ピ ー ス は 、 移 殖 後 の 真 珠 核 に 塗 布 、 付 着 さ せ る こ と も で き 、 真 珠 核 へ の 蛋 白 質 成 分 の 塗
布 と ピ ー ス の 付 着 を 別 々 に 行 う こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 さ ら に 、 上 述 し た 実 施 形 態 で は 、 ピ ー ス の 上 皮 細 胞 に 導 入 す る 真 珠 層 形 成 遺 伝 子 を 採 取
す る 貝 を シ ロ チ ョ ウ 貝 と し 、 こ の 真 珠 層 形 成 遺 伝 子 を ジ ー ン ガ ン 法 で 上 皮 細 胞 に 導 入 し た
が 、 真 珠 層 形 成 遺 伝 子 を 採 取 す る 貝 は 、 他 の 種 類 の 貝 や ピ ー ス 貝 と 同 じ 種 類 の 貝 と す る こ
と も で き 、 遺 伝 子 導 入 方 法 に は 、 他 の 物 理 的 方 法 や 化 学 的 方 法 を 採 用 す る こ と も で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 真 珠 の 養 殖 方 法 を 採 用 し た 真 珠 の 養 殖 工 程 を 示 す 工 程 図
【 図 ２ 】 図 １ の ス テ ッ プ ９ で 移 殖 さ れ た ピ ー ス と 真 珠 核 か ら 養 殖 真 珠 が 形 成 さ れ る 過 程 を
示 す 模 式 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
１ 　 母 貝
１ ａ 　 生 殖 巣
２ 　 ピ ー ス
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３ 　 真 珠 核
４ 　 真 珠 袋
５ 　 真 珠 層

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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